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平成27年10月28日 

各   位 
会 社 名   JALCO ホールディングス株式会社 

代表者名   代表取締役社長 田辺 順一 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 6625） 

問合せ先 

役 職・氏 名 取締役管理本部長 大浦 隆文 

                         電 話     050－5536－9824 

 

 

営業外収益、特別利益の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、平成 28 年３月期第２四半期累計期間（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日）決算にお

きまして、営業外収益及び特別利益を計上するとともに、平成 27 年８月５日に公表いたしました平成

28 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想を修正することとしましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

 

記 

 

１. 営業外収益の発生について 

（１）貸倒引当金戻入益（連結） 

平成 27年５月 15日発表「営業外費用の発生及び繰延税金負債の取り崩し並びに業績予想の修正に関 

するお知らせ」のとおり、当社は、平成 27 年３月期通期決算におきまして、電子機器用部品事業の譲

渡にかかる譲渡代金の債権残高 50 百万円（平成 27 年３月末現在）について、当該譲渡先の直近の財務

諸表他を基に回収可能性の検討を行った結果、その全額に対して貸倒引当金を計上いたしました。 

 その後、当第２四半期累計期間におきまして、当該譲渡先より譲渡代金の一部として 10 百万円を受

領しましたので、貸倒引当金戻入益 10 百万円を営業外収益として計上いたしました。 

（本件に関しましては、平成 27 年８月５日発表「営業外収益、特別利益及び特別損失の発生並びに業

績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、当第１四半期におきまして貸倒引当金戻入益５百万円を計

上しておりましたが、その後、当第２四半期に譲渡代金の一部として５百万円を受領したため増額と

なったものであります。） 

 

（２）受取賃貸料（連結、個別） 

  当社が保有しております遊休不動産（旧ジャルコ川西工場 新潟県十日町市）における受取賃貸料３

百万円を営業外収益として計上いたしました。 

 

 

２．特別利益の発生について（連結） 

  当社連結子会社である株式会社ジャルコアミューズメントサービスが行っている中古遊技機レンタル 

取引（対象遊技機台数 983台）におきまして、取引先ホール企業より当該レンタル契約の中途解約及び 

レンタル対象資産の全台譲渡の申し出を受け、売却いたしました。その結果、固定資産売却益 15百万 

円を特別利益として計上いたしました。 

 （本件に関しましては、平成 27 年８月５日発表「営業外収益、特別利益及び特別損失の発生並びに業

績予想の修正に関するお知らせ」のとおり、当第１四半期におきましてもレンタル対象資産の一部売却

に伴い固定資産売却益３百万円を計上しておりましたので、当第２四半期累計期間における当該資産売

却に伴う固定資産売却益は 19 百万円となります。） 

 

 

３．その他（連結） 

  平成 27 年８月５日発表「営業外収益、特別利益及び特別損失の発生並びに業績予想の修正に関する

お知らせ」のとおり、当第１四半期におきまして、PT．JALCO ELECTRONICS INDONESIA（当社の孫会

社）の清算費用積み増し分 24 百万円を特別損失（関係会社清算損失引当金繰入額）として計上してお
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りましたが、その後の為替相場の変動により、当第２四半期累計期間における当該特別損失の額は 21

百万円に減額となっております。 

 

 

４．平成 28 年３月期第２四半期累計期間の連結業績予想の修正 

（平成 27年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に

帰属する四半

期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

当初予想（Ａ） 360 60 20 30 0 円 62銭 

今回修正予想（Ｂ） 369 77 35 67 １円 38銭 

増減額（Ｂ－Ａ） 9 17 15 37 ― 

増減率（％） 2.5％ 28.3％ 75％ 123.3％ ― 
（ご参考）前期実績 

（平成 27年３月期 

 第２四半期累計期間） 

520 64 △6 71 1 円 48銭 

 ＜修正理由＞ 

 第２四半期累計期間の連結売上高は、前回予想を９百万円上回り３億 69百万円となる見込みです。 

連結営業利益は、前回予想を 17 百万円上回り 77 百万円、連結経常利益は、前回予想を 15 百万円上回

り 35 百万円となる見込みです。これは主に、売上高の上振れに加えて、業務全般の内製化に注力したこ

とが奏功し、外部へ支払う役務提供料が減少するなど販管費が下振れしたことなどによるものであります。 

親会社株主に帰属する連結四半期純利益は、当初予想を 37 百万円上回り 67 百万円となる見込みです。

これは主に、経常利益の上振れしたことに加えて、「２．特別利益の発生について」に記載のとおり特別

利益が発生したことなどによるものであります。 

 

 なお、平成 28 年３月期通期連結業績予想に関しましては、平成 27 年８月５日に公表いたしました業績

予想数値から変更はございません。 

 

 

ご注意：本資料に記載しております業績に関する予想数値は、いずれも本資料の発表時現在において入手

可能な情報による判断及び仮定に基づくものであり、実際の業績は当該予想と異なる場合があり

ますので予めご理解ください。 

 

 

以 上 


